
平成30年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 水道課 事業No. 383

事務事業名 簡易水道事業
会計 水道事業会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
   
   
   

分野別計画
○ 飯田市水道ビジョン
 飯田市水道事業経営戦略
  

法令・例規等
 水道法第２条
 水道法第４条
 水道法第５条

事業目的
対象 簡易水道事業

意図 飯田市の簡易水道利用者が安心して水道水を利用できるよう、水道施設の整備をすすめ、適切に施設の維持・管理を行う。

２ 事業内容

30年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
南信濃の遠山川右岸側居住区エリアの、押出地区と夜川瀬地
区を連絡管で繋ぐことにより、遠山川に架かる２本の水管橋
の１本に支障がおきても、断水することなく、安定的な水道
水を提供することが可能になりました。

夜川瀬配水管布設事業 6,707
元金償還金 49,173
その他資本的支出 5,583
簡易水道事業費用 138,557
  
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成28年度
実績

平成29年度
実績

平成30年度
実績

令和元年度
 

令和2年度
 

水道水の安定供給のために整備した施設 箇所   1   
       
       
       
       
       
       
       

30年度
決算

(千円)

予算額 221,700 特定財源内訳及び補足事項
決算額 200,020 （地）簡易水道（充当率50％）　3,300千円

（地）過疎対策（充当率50％）　3,300千円

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 6,600
その他 0
一般財源 193,420

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 71 4 0 0 0 0 149,300 138,557 簡易水道事業費用

2 71 8 0 0 0 0 72,400 61,463 簡易水道事業資本的支出

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識 災害等に強いライフラインが、計画どおり整備できました。
費用対効果の観点から、給水人口が少ない遠山簡易水道事業は施設更新や維持管理のあり方が課題です。

上記の課題解決
のための有効策

水道法に適合した水質を確保しつつ、簡易的な浄水施設の整備や連絡管等の配水区域を相互に補完する方策など、より効率
的な手段による施設整備を進め、経営基盤の安定に努めます。

次年度に向けて
の取り組み 「飯田市水道ビジョン（改定版）」に基づき、事業の適切な進行管理を行います。
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